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◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　
（
専
決
処
分
）

Ｑ　

物
価
高
騰
重
点
支
援
事
業

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

３
月
中
旬
を
目
途
に
該
当

世
帯
に
支
給
通
知
書
を
発
送

し
、振
込
口
座
届
出
書
の
提
出

を
受
け
て
、３
月
下
旬
か
ら
支

給
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

支
給
通
知
書
が
届
か
ず
申

請
が
必
要
と
な
る
世
帯
は
。

Ａ　

令
和
５
年
１
月
２
日
以
降

に
転
入
し
課
税
状
況
が
把
握
で

き
な
い
世
帯
な
ど
で
あ
る
。

◆
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

広
域
交
付
に
よ
る
戸
籍
な

ど
を
取
得
す
る
場
合
と
は
、具

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、令
和
６
年
度
予
算
な
ど
、49
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・
同

意
し
ま
し
た
。

（
採
決
の
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
）

体
的
に
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

相
続
な
ど
で
出
生
か
ら
死

亡
ま
で
の
全
て
の
戸
籍
・
除
籍

な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
本
籍
地
の
市
区
町
村
に

請
求
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

改
正
に
よ
り
１
つ
の
自
治
体
で

取
得
可
能
と
な
る
。

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

介
護
保
険
料
率
を
上
げ
ざ

る
を
得
な
い
そ
の
背
景
は
。

Ａ　

国
の
社
会
保
障
審
議
会
か

ら
、介
護
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
を
確
保
す
る
た
め
、介
護

報
酬
の
改
定
率
を
全
体
で
プ
ラ

ス
1
・
59
％
に
す
る
答
申
を
受

け
、国
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。

　

市
で
は
、こ
れ
を
受
け
、法
令

に
基
づ
き
、今
後
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
見
込
み
量
を
踏
ま
え
、

社
会
福
祉
審
議
会
に
お
い
て
審

議
、承
認
を
経
て
決
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

◆
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の

　
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
改
正

Ｑ　

航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
へ

の
給
水
に
よ
り
、水
道
料
金
の

収
益
を
ど
れ
ぐ
ら
い
見
込
ん
で

い
る
か
。

Ａ　

令
和
７
年
度
か
ら
、年
間

約
１
億
円
の
水
道
料
金
収
入
を

見
込
ん
で
い
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

Ｑ　

生
活
保
護
事
業
費
が
増
額

と
な
っ
て
い
る
が
、今
回
増
加

と
な
っ
た
世
帯
数
と
そ
の
主
な

要
因
は
。

Ａ　

当
初
見
込
ん
で
い
た
世
帯

数
よ
り
も
、医
療
扶
助
が
72
世

３月定例会
２月20日～３月14日

安
全・安
心
で
持
続
可
能
な
狭
山
の
た
め
に

安
全・安
心
で
持
続
可
能
な
狭
山
の
た
め
に

令
和
６
年
度
予
算
が
成
立

令
和
６
年
度
予
算
が
成
立

主
な
議
案
審
議

帯
、介
護
扶
助
が
３
世
帯
増
加

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
受
給
世
帯
の
増
加

は
、高
齢
者
世
帯
と
障
害
者
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
要

因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
一
般
会
計

歳
入

Ｑ　

個
人
市
民
税
は
昨
年
度
よ

り
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

市
民
の
平
均
所
得
は
ど
の
ぐ
ら

い
と
捉
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

個
人
市
民
税
の
令
和
６
年

度
課
税
に
お
け
る
納
税
義
務
者

１
人
当
た
り
の
平
均
所
得
金
額

は
、約
３
０
２
万
円
と
見
込
ん

で
い
る
。

Ｑ　

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰

入
金
が
約
28
億
８
０
０
０
万
円

と
、昨
年
度
よ
り
約
６
億
円
多

い
が
そ
の
理
由
は
。

Ａ　

都
市
基
盤
整
備
や
公
共
施

設
の
改
修
な
ど
、前
年
度
よ
り

一
般
財
源
が
多
く
必
要
と
な
る

事
業
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

や
、人
件
費
、原
材
料
費
の
高
騰

に
伴
い
、総
じ
て
事
業
費
が
上

昇
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

Ｑ　

乳
幼
児
医
療
費
支
給
事
業

補
助
金
の
対
象
年
齢
は
何
歳
ま

で
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、こ
れ
に
伴
う
県
補
助

金
の
増
額
分
の
見
込
み
は
。

Ａ　

令
和
５
年
度
の
補
助
対
象

年
齢
は
小
学
校
就
学
前
ま
で
で

あ
っ
た
が
、６
年
４
月
診
療
分

よ
り
、通
院
に
つ
い
て
は
小
学

校
３
年
生
ま
で
、入
院
に
つ
い

て
は
中
学
校
３
年
生
ま
で
に
拡

大
さ
れ
、こ
れ
に
よ
る
県
補
助

金
の
増
額
は
３
０
０
０
万
円
程

度
と
見
込
ん
で
い
る
。

令
和
６
年
度
予
算

歳
入
歳
出

　

５
３
５
億
４
７
０
０
万
円
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Ｑ　

市
制
施
行
70
周
年
と
し
て

実
施
す
る
事
業
は
。

Ａ　

市
内
の
駅
や
公
共
ス
ペ
ー

ス
を
中
心
に
装
飾
を
施
し
、祝

祭
感
を
演
出
す
る
Ｐ
Ｒ
事
業
を

は
じ
め
、姉
妹
友
好
都
市
の
関

係
者
を
招
い
た
記
念
式
典
の
開

催
、市
内
の
小
中
学
校
に
お
け

る
記
念
給
食
や
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
実
施
、博
物
館
に
お
け
る

写
真
展
の
開
催
、公
共
下
水
道

の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

設
置
、そ
し
て
、令
和
７
年
３
月

に
入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業
の
ま

ち
開
き
に
合
わ
せ
て
プ
レ
オ
ー

プ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な

ど
12
の
事
業
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

狭
山
市
制
施
行
70
周
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク

歳
出

Ｑ　

地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お

け
る
申
請
書
自
動
作
成
機
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に

つ
い
て
、具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
と
開
始
予
定
時
期
は
。

Ａ　

申
請
書
自
動
作
成
機
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
を

利
用
し
て
住
所
や
氏
名
、性
別
、

生
年
月
日
の
情
報
を
自
動
で
申

請
書
に
記
載
で
き
る
も
の
。

　

ま
た
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

電
子
マ
ネ
ー
、二
次
元
コ
ー
ド

な
ど
の
各
種
決
済
を
利
用
し
た

手
数
料
の
支
払
い
に
対
応
す
る

も
の
。

　

な
お
、開
始
時
期
は
、令
和
６

年
10
月
以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

昨
年
を
上
回
る
防
犯
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、ど
の
よ

う
な
事
業
に
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

狭
山
警
察
署
や
小
中
学
校

の
意
見
を
も
と
に
設
置
場
所
を

選
定
し
、犯
罪
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
駅
周
辺
や
主
要
道
路
の

ほ
か
、小
中
学
校
の
通
学
路
な

ど
に
１
０
０
台
程
度
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

飯
能
斎
場
の
更
新
事
業
の

具
体
的
な
内
容
は
。

Ａ　

開
設
後
40
年
以
上
が
経
過

し
て
お
り
、施
設
全
体
の
老
朽

化
が
著
し
く
、火
葬
件
数
の
増

加
に
伴
う
火
葬
能
力
不
足
や
葬

送
習
慣
の
変
容
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、既

存
施
設
を
稼
働
し
な
が
ら
現
地

建
て
替
え
の
手
法
に
よ
り
、令

和
11
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け

て
将
来
の
火
葬
需
要
に
対
応
す

る
施
設
全
体
の
更
新
を
計
画
し

て
い
る
。

Ｑ　

狭
山
市
駅
加
佐
志
線
整
備

事
業
の
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、令
和
６
年
度
事
業
内
容

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

６
年
１
月
末
現
在
、用
地

の
取
得
率
は
、加
佐
志
線
本
線

で
約
88
％
、排
水
経
路
で
約
48

％
で
あ
る
。

　

６
年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
は
、５
年
度
に
引
き
続
き
用

地
取
得
を
進
め
、道
路
雨
水
の

処
理
を
行
う
た
め
に
、雨
水
管

築
造
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も

に
久
保
川
へ
放
流
す
る
た
め
の

調
整
池
を
８
年
度
ま
で
の
３
か

年
で
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、道
路
整
備
を

は
じ
め
、周
辺
地
域
の
溢い

っ
す
い水
に

配
慮
し
た
調
節
池
な
ど
の
整
備

を
進
め
、８
年
度
の
供
用
を
目

途
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

入
曽
駅
東
西
自
由
通
路
と

橋
上
駅
舎
の
工
事
費
の
総
額

は
。ま
た
、当
該
事
業
に
対
す
る

市
と
鉄
道
事
業
者
の
負
担
は
。

Ａ

工
事
費
の
総
額
は
、東
西
自

由
通
路
が
21
億
３
８
４
０
万
円
、

橋
上
駅
舎
が
24
億
５
０
０
万
円

で
、合
わ
せ
て
45
億
４
３
４
０
万

円
と
な
る
。

　

ま
た
、当
工
事
に
対
す
る
鉄

道
事
業
者
の
負
担
は
な
い
。

Ｑ　

中
学
校
の
部
活
動
指
導
員

の
配
置
と
今
後
の
計
画
は
。

Ａ　

現
在
、部
活
動
の
単
独
指

導
が
可
能
な
部
活
動
指
導
員
を

各
中
学
校
に
１
名
ず
つ
配
置
し

て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、ま
ず
は

令
和
６
年
度
に
各
中
学
校
２
名

ず
つ
配
置
す
る
予
定
で
あ
り
、

学
校
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
さ

ら
な
る
増
員
が
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Ｑ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
の
一
本
化
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、健
康
保
険
証
に
代
わ

る
証
明
書
の
発
行
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
の
か
。

Ａ　

令
和
６
年
12
月
の
被
保
険

者
証
の
廃
止
に
伴
い
、被
保
険

者
の
記
号
番
号
な
ど
が
記
載
さ

れ
た
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

資
格
確
認
書
は
原
則
本
人
の

申
請
に
基
づ
き
交
付
す
る
も
の

だ
が
、マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有

し
て
い
な
い
方
な
ど
に
つ
い
て

は
、当
分
の
間
、本
人
の
申
請
に

よ
ら
ず
に
交
付
す
る
運
用
を
予

定
し
て
い
る
。


